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本論は15世紀後半のフイレンツェ画家サンドロ・ボッティチェッリ (1445-1510) の絵画作品および
その周辺の芸術家たちの制作活動を考察対象とし、彼らが居住した都市フイレンツェの共同体として論
理と芸術家の活動の相関関係をあきらかにすることを目的とする。都市とその市民がひとつのまとまり
ある共同体としてのアイデンティティを意識し、また定型となる視覚イメージを確立するにいたるよう
な時代において、芸術家の創造活動が果たす役割とは何かを考え、また逆にそうして形成された都市イ
メージが画家の作品や自意識の形成に及ぼす影響を考察する。
ルネサンス期フイレンツェを代表する画家サンドロ・ボッティチェッリは、長い忘却のあと 19世紀に
「再発見」されて以来、その流麗で憂いを帯びた女性像や古代文芸を源泉とする神話画により、この時
代の文化的環境をもっともよく体現する芸術家と目されてきた。この画家はロレンツォ・デ・メデイチ
が市の実権を握る 1470-80年代には、高度に知的で、洗練されたネオ・プラトニズムに対する関心を人文
主義者たちとともに共有し、異教的主題とキリスト教的伝統が絶妙にとけあう独特の絵画表現をつくり
あげた。またメデイチ家周辺の有力市民に浸透していた優美な宮廷作法に通じる、女性表現の繊細さも、
時代のシンボルと目される要因となった。一方、ドメニコ会の僧サヴォナローラが人心を掌握し、メデイ
チ家が追放されるにいたった1490年代には、ボッテイチェッリの画風も急速な変化を見せる。表現主義
的とも神秘主義的とも形容されるその激しい身振りと光沢感の強い色彩をともなう緊張感のある様式
は、時代の宗教的熱狂に画家が敏感に反応した結果と考えられた。
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ボッティチェッリほど15世紀のフイレンツェの社会情勢とその変動に、その生涯をオーバーラップさ
れてきた芸術家はいないであろう。では、こうした「都市と命運をともにする芸術家」というイメージ
はどのように形成されたのだろうか。本論では第 l 章においてこの画家の以上のような「神話」の形成
過程をヴァザーリの記述から分析する。以下の第 2 章と第 3 章では、ボッテイチェッリの作品を分析す
るなかから、画家が都市のなかでどのようなアイデンテイテイを確立するかを論じる。続く、第 4. 5 
章では、よりマクロな視点を採用し、ボッティチェッリの周辺における、フィレンツェという都市イ
メージの成立とそこにかかわった人文主義者と美術家の活動をとりあげる。
第 1 章「ヴ、アザーリによる「ボツティチエツリ神話」の虚実」
ここではまずボッティチェッリがメデイチ家と多くの仕事をした1480年代とサヴォナローラが実権を
握る90年代を対象として、この画家の活動の実態を文字資料と視覚史料の両面から再検証した。目的の
ひとつはヴァザーリに端を発する「ボッテイチェッリ神話」ともいうべき画家像のどこまでが史実とし
て確認可能で、あり、どこからが虚構であるかを線引きすることである。さらに、サヴォナローラが実権
をにぎる 90年代において画家の活動がなおも活発であり、新たな絵画ジャンルにも関心を示していたこ
とを示すことで、以下の章の方法論的前提ともういうべき、フィレンツェの社会情勢に多角的にコミッ
トする芸術家の姿勢を明らかにする。
ここで「ボッテイチェッリ神話」と述べるのは、フイレンツェの実質的な支配者たるメデイチ家の盛
衰に応じて、ボッテイチェッリの社会的地位もまた、栄誉と没落の両極端を変動したと見る一種の「芸
術家伝説」である。それは間違いなくヴァザーリの『芸術家列伝j (初版1550 ・第 2 版1568年)に端を
発する。第 l 節「ヴァザーリの対立図式」では、ヴァザーリのテクストの読解により、こうした 1< メ
デイチ時代の繁栄〉対〈サヴォナローラ時代の凋落)J という対立図式が、その後の作品論の評価にま
で影響を及ぼすことになった経緯を明らかにした。とりわけサヴォナローラ時代の画家は、熱心なピア
ニョーネ(サヴォナローラ主義者)にとなり、ダンテ『神曲』の研究に没頭したばかりに生活に破綻を
きたした、とするヴァザーリの記述により、現在ヴァチカンとベルリンに残る『神曲』素描群は、やや
ネガテイヴなイメージを植えつけられることになったばかりでなく、その研究史においても、社会との
つながりという視点が失われ、画家はただ自分の楽しみのためにこれらの素描群を制作したとする見方
を強めることなった点が問題である。
そこで第 2 節「神話の検証」ではこうしたヴァザーリの記述がいかに実態と誰離したものであり、サ
ヴァナローラ主義者というレッテルについては、ヴァザーリの誤った史料解釈に基づく可能性が強いこ
とを明らかにした。残されている史料からは、画家がサヴォナローラ時代なってからもなおメデイチ家
との関係を失わず相応の信頼を得ていたことが推測されるのであり、またサヴォナローラ主義者として
の活動についても、これが根拠の薄い物語であることが確かめられるのである。むしろヴァザーリ自身
が16世紀のメデイチ家の廷臣であり、『芸術家列伝』という書物がパトロンとしてのメデイチ家の称揚
を目的としていることを想起するならば、ピアニョーネとしてのボッティチェッリ像は、ヴァザーリ側
の時代性に起因する虚構であったと考えるほうが順当と思われるのである。
さらに第 3 節ではボッティチェッリの90年代の絵画作品の特徴をとりあげ、そこに建築モチーフに対
する新たな関心が窺えることから、画家がなお同時代の芸術動向に敏感な反応を示す存在であったこと
を指摘した。
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第 2 章 f<<アペレスの誹誘》における画家の自意識とフィレンツェ社会」
この章では 1490年代の作品と考えられるボッティチェッリの寓意画《アペレスの誹誇~ (フィレン
ツェ、ウフイツイ美術館)を取り上げ、作品の主題や形態の由来、画中の背景に描かれた建築モチーフ
などから、画家がこの時代にいだいていた多様な芸術的意識とフイレンツェ社会の歴史的状況を明らか
にした。
〈アペレスの誹誘〉とは古代の画家アペレスが自分に対する中傷に抗議すべく描いたとされる〈誹誘》
という題の寓意画である。文字資料でのみ残されていたこの名画(古代の作家ルキアノスの記録をアル
ベルティが『絵画論』で紹介した)を、 15世紀以降の画家は「復元」しようと試みたが、ボッティチエツ
リの作品はそのなかでももっとも早い時期に制作された作例のひとつである。とはいえ、この作品の成
立の背景にはなお不明な点が多く、それが制作の意図に関するさまざまな解釈、たとえば叡知的な真実
の希求(フエツルオーロ)、共和主義的、市民的理念の図像化(オルソン)、ポリツイアーノとサヴォナ
ローラの間で戦わされた「詩的神学 (theologia poetica) J 論争の反映(メルツオフ)といった説をうみ
だしてきた(第 1 節)。そこで作品の主題に対する画家の取りくみを調査した結果、画家が同時代のア
ルベルティの記述とともに古代のルキアノスをも強く意識していることが確認された(第 2 節)。一方、
作品の表現上の特徴を観察すると(第 3 節)、まず前景の寓意人物像に関しては、画家が主題内容をよ
く考慮したうえで、裁判場面をあつかった同時代の絵画作品に定型的な構図を採用していることを指摘
した。さらに背景の建築モチーフにはめ込まれた多数の浮彫パネルに関しては、古代と同時代のさまざ
まな絵画主題に取材していることが特徴として見出される。ここでは異教とキリスト教、古代性と同時
代性が、完全に融合することなく分化したまま提示され、それらの中間項であるかのようにボッテイ
チェッリの過去の作品からの借用図像が配されているのである。
こうした分析にもとづき、第 4 節「ボッティチェッリとアペレス」では本作品の制作時に画家のボッ
ティチェッリが古代の名匠アペレスに対してもっていた芸術家としての意識を検証した。注目されるの
は、背景の浮彫パネルの構成において、古代と現代の歴史的人物の肖像を並置し、それらの人々の業績
や徳行を「範例 exemplumJ として顕彰する「著名人列伝 (uomini famosi) J の伝統が参照されている
と思われる点である。いわばここではボッティチェッリとアペレスという二人の絵画的「範例」を対照
的に提示することが意図されているといえよう。ボッティチェッリの同時代人の人文主義者ウゴリー
ノ・ヴエリーノが1488年ごろに著したエビグラム「いにしえのギリシャ人たちに比すべきフィレンツェ
の画家および彫刻家」では、この画家がアペレスに誓えられている。したがって当時メデイチ家のサー
クルにおいて、ボッテイチェッリを「現代のアペレス」として評価する傾向があったこと、また少なく
ともボッティチェッリ自身アペレスを強く意識するだけの根拠が確かに存在していたことは明らかであ
ろう。以上の考察から、ボッテイチェッリの《アペレスの誹誘〉では、「著名人列伝」の体裁を借りた
絵画的「範例」の顕彰が意図されており、それはまたボッティチェッリによる、「現代のアペレス」と
しての自らの画業の位置づけを再確認する試みでもあったと解釈されるのである。
続く第 5 節では《アペレスの誹誘〉を社会的コンテクストにおきなおし、本作品がもっていた政治的
意味を 1490年以後のフイレンツェの社会状況との関係、あるいは想定される注文主との関係から考察し
た。 1490年代のフイレンツェ社会は、ロレンツオ・デ・メデイチの死 (1492) とともに変動の時代を迎
える。サヴォナローラが台頭したことにより、メデイチ家のピエロは亡命を余儀なくされ、残されたメ
デイチ家支持派のなかでもさまざまな党派が対立をつくりだしていた。本論では、こうした混乱した社
会状況のなか、〈アペレスの誹誘〉という主題に関連ぶかい人物として、人文主義者ベルナルド・ル
チェッライの行動に着目した。ルチェッライは、旧来のメデイチ派であったが、ロレンツォの息子ピエ
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ロの代になってからライヴァル貴族の「誹誘」によりメデイチ家の寵を失った。そればかりでなく、そ
うした暗愚な当主ピエロに対する批判として「誹誘の勝利 (Trionfo della calunnia) J と題する風刺詩
を創作している点が重視される。《アペレスの誹誇〉にはピエロの専制的な支配体制への批判的意味が
込められていると考えられるのである。
以上の考察から、ボッテイチェッリがサヴォナローラ時代になっておなお、メデイチ一派との関係を
維持していたばかりでなく、フィレンツェという都市における現代のアペレスとしてのアイデンテイ
ティをこの作品で表明していたことが結論としていいえるのである。
第 3 章「ボツティチエツリの『神曲』素描とフィレンツ工人文主義」
本章ではボッテイチェッリが1480年代以降、長い時間をかけて制作したダンテ『神曲』挿絵を取り上
げ、とりわけこの素描群の冒頭に配された「地獄の断面図」の図像についてその成立過程を検証するこ
とにより、同時の画家が美術や文学にとどまらない多方面の知的関心をフイレンツェ市民とともに共有
していたことを明らかにした。
この素描はダンテ『神曲』の各歌に一点ずつ挿絵をほどこしたもので、 92点が現存する(ベルリン美
術館とヴァチカン図書館が分割で所蔵)。ヴァザーリはこの素描をサヴォナローラ時代にリンクさせて
いたが、近年の研究では1480年代の比較的早い時期から制作に着手された可能性の高いことが明らかに
された(第 1 節)。この素描群の最初の一葉は、ダンテ「地獄篇」の舞台となる地獄の全景が断面図と
して描かれている。このように地獄を真横から断面図として描写した例は、ボッテイチェッリ以前には
存在しないことから、ここには作者の能動的な探求意識が関与していると考えられる。この点で注目さ
れるのは、この時代のフイレンツェの美術界で、ブルネッレスキを始原とする多くの画家・建築家が、
ダンテの詩句に含まれる地獄の位置や地勢、大きさなどに関する言及から、地獄の形状を科学的に測量
する研究をおこなっていたことである。とりわけブルネッレスキの弟子であった建築家のマネッティが
地獄研究にもっとも専心していたことが知られている。ボッテイチェッリは、そうした「地獄の地理学J
ともいうべき科学的関心を共有していたため、本図のような詳細な断面図を作成するにいたったのだと
思われる(第 2 節)。
第 3 節では、こうした知的関心が当時のフイレンツェ人文主義において担っていた意義を考察した。
虚構世界に対するこのような探求を、単に芸術家の気まぐれな知的遊戯と見なすことはできない。なぜ
ならこの地獄の測量に対する関心は1480年代のフイレンツェにおいてとくに高まりを見せる「ダンテ崇
拝J (シャルステル)ともいうべき運動に密接に関連しているからである。フィチーノをはじめとする
人文主義サークルの学者たちは、ダンテをフィレンツェの文化的アイデンティティの象徴と目し、とり
わけ『神曲』は文学としてのみならず、神学、政治学、歴史、自然科学などさまざまな観点から読解さ
れた。いまやダンテは、フィレンツェという都市そのものの体現者であり、この都市の文化的覇権を内
外に示すアイコンと目されるようになったのである。そうしたダンテ礼賛の潮流が最高潮に達するのが
1481年に人文主義者クリストフォロ・ランデイーノが出版した『神曲』註解においてであった。この書
の冒頭にかかげられたランデイーノの序文は、ダンテを生み出したフイレンツェ文化全体の優位性を高
らかに謡うとともに、「地獄の場所、形体、大きさ、および巨人とルチフエロの背丈について (Sito ，
forma e misura dello ‘ηferno e statura de' Giaganti e di Lucifero) J と題する論考を収めている。それ
は前節でみたフイレンツェの建築家マネッティによる地獄の測量に関するデータをランデイーノが報告
するかたちをとったものである。
ボッテイチェッリはこのランデイーノ註解版『神曲』の銅板挿絵の下絵の担当者でもあった。した
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がって、当時のこの画家は、人文主義者によるフイレンツェ文化の象徴としてのダンテ礼賛運動にも、
建築家による「地獄の地理学」研究にもよく通じていたことは疑いない。
以上の考察から、ボッテイチェッリの神曲挿絵はマネッティのダンテ研究を色濃く反映し、自然科学
的な『神曲』読解という新たな知的関心を醸成するとともに、ダンテを文化的覇権の表象とするフイレ
ンツェのアイデンティティをも自家薬龍中のものとするよう画家に促したと考えられるのである。
第 4 章「十五世紀フィレンツェにおける美術と地理学一一ベルリンギ工リ『地理学の七日間』をめ
くoってJ
本章ではいったんボッティチェッリの作品から離れ、より広い文化・思想圏域を視野に入れた上で、
ふたたび前章の「地獄の地理学」というべき思想潮流の位置づけを論じた。中心となるのは、人文主義
者フランチェスコ・ベルリンギエリの『地理学の七日間J である。 1482年にフイレンツェで出版された
この書は、基本的には古代の天文地理学者プトレマイオスの『地理学』を俗語に翻訳したものであるが、
その内容は、同時代のフイレンツェ文化の動向ときわめて密接な関係をもって成立した。それはまた、
ボッティチェッリのダンテ素描の理解にとっても重要なキーワードを提供すると思われるのである。
第 1 節ではまず、 15世紀フイレンツェにおけるプトレマイオス『地理学J の「再発見」とその受容動
向を概観した。とりわけ、この時代に特徴的なのは、多くの人文主義者や知識人ばかりでなく、美術家
もまたこの古代文献に多大な関心を向けたことである。前章で論じた「地獄の測量」あるいはその地理
学はブルネッレスキやマネッテイらの建築家によって主導されたものであった。
第 2 節では『地理学の七日間J の構成と出版の状況を明らかにした。構成において特筆されるのは、
本書がプトレマイオスの原テクストを大きく逸脱していることである。というのも、この書はプトレマ
イオスの俗語版であるが、平凡な逐語訳ではなく、論考全てが三行連詩 (terza rima) の体裁をとって
おり、ダンテの『神曲』に代表されるこの韻文詩形は、もちろんプトレマイオスのギリシャ語原本に
まったく存在しない特徴なのである。さらにまた、本文中の記述には原著が本来提示していた世界中の
地域に関する緯度と経度の数値データのほかに、さまざまな古代文献の記録(ストラボン、メラなど)、
ならびに 15世紀の地誌学的な情報(ピオンドなど)が、補足データとして大量に付け加えられている。
したがって、ベルリンギエリがプトレマイオスの忠実な翻訳を目指すつもりは当初より微塵もなかった
ことは明らかである。むしろ、十五世紀後半のさまざまな文化的関心をフィルターとして、『地理学』
を土台とする彼なりの知の集積を作り上げようとしていたかに見えるのである。さらに本書の出版の状
況にかんする最近の研究によれば、このベルリンギエリの書は、前章でみたランデイーノの『神曲』註
解書と同じ印刷所で、同時並行的に製作されたことが明らかにされる。 1480年台初頭、ランデイーノの
ダンテ註解書とベルリンギエリの『地理学』は可能な限り時期を近くして出版するよう意図されていた
と思われるのである。
第 3 節では、ベルリンギエリとランデイーノ双方の関連性をよりくわしく検討した。ここでベルリン
ギエリがランデイーノの直接の弟子にある人文主義者であったことを想起することは重要であろう。プ
トレマイオスの韻文形による翻訳という前代未聞かっ労苦を要する形式が、彼の発意によるものという
よりはむしろ、ランデイーノの『神曲』註解と連動するかたちで企画された可能性がここから浮かび、上
がってくるのである。
以上の考察から、第 3 節では、ベルリンギエリとランデイーノの書が相互補完的な関係にあることを
論じた。前者がプトレマイオスをダンテ風に解釈したものだとするなら、後者が提示した「地獄の地理
学」はダンテのプトレマイオス風解釈といえよう。これら 1481年と 82年に相次いで、同じ版元から出版
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された二点の書籍は、したがって、現実世界と死後世界の両界を地理学・地誌学的に網羅しようとする
野心的な試みであったと思われる。すなわち、あらゆる世界の全体像を提示することにより、フィレン
ツェの文化的・科学的先進性を内外に示そうとする、国家的事業であったことが示唆されていると考え
られるのである。
第 5 章「十五世紀フィレンツェにおける都市図の展開一一ブランチェスコ・口ツセツリの地図制作と
都市の理念」
本章では、ボッテイチェッリともしばしば共同作業をおこなった版画家フランチェスコ・ロッセッリ
の地図ならびに都市景観図製作に焦点をあてた。いわばこの画家の生きた時代における、「地理学のル
ネッサンス」ともいうべき現象を考察し、都市イメージの成立とそこに内包された共同体としての論理
について考察する。
15世紀末にフイレンツェの版画家フランチェスコ・ロッセッリが原画を手がけた景観図、いわゆる
〈鎖に固まれたフイレンツェ図} (ベルリン美術館版画素描室)は、その描写法においても、綴密さにお
いても、町のランドマークのみを描くだけの同時代の他の都市図とはかなり異なる印象を与える。あた
かも上空高い位置から見下ろすかのような視点で、都市の全体像をとらえたこの版画は、重要建築物相
互の位置関係や市内にはりめぐらされた道路を細部まで描き出すばかりでなく、それらの聞を埋める幾
多の小さな邸館もできるだけ現実そのままに描写しようとしている。
ロッセッリはこうした実測にもとづくかに見える「都市図」を最初に描いた画家であるばかりでな
く、その版画工房においては、当時最先端の「世界地図J も制作していたことで知られている。いわば
最初の地図専門の版画工房を開いた美術家であった(第 l 節)。
ではこのような新しいかたちの都市図はどのようにして生まれたのだろうか(第 2 節)。ファネッリ
の研究 (1980) によれば、その鳥搬図的な都市のイメージは、基本的にはプトレマイオス=アルベル
ティ的な実測によ測量結果にもとづいているという。しかし、画家はそれをそのまま何ら主観をまじえ
ず視覚化したわけで、はなく、建築物の配置や全体の構図に関し、現実の市街とは異なる調整を加えてい
るという。そうした一種の観念化ともいうべき傾向のなかでもとくに作者が重視していたと思われるの
は、大聖堂の大円蓋(クーポラ)の位置である。その威容が画面の中央にくるよう画家は明らかに全体
を調整しているのである。ここにはいわば、当時のフイレンツェ市民が抱いていた都市に対するイメー
ジや理念が大きく関与していると考えられるのであり、その中心ともいうべき建造物が大聖堂だ、ったの
である。
では15世紀のフイレンツェ市民が共有していた都市の理念とは何だ、ったのであろうか、第 3 節では、
二つの観点から、この景観図を分析した。ひとつは「第二のローマ」としてのフイレンツェ観で、ある。
古来よりフィレンツェには、創建神話として、ローマのユリウス・カエサルが市を建造したとする伝承
があった。つまり古代ローマの後継者としての地位をこれで確保しようとするのである。ダンテもまた、
『書簡集』においてローマはフイレンツェを自身に「かたどり、かつ似せて」造ったのだと述べている。
ここには単にローマとの縁故を強調するだけでなく視覚的にもトポグラフイカルな意味においてもロー
マとフイレンツェが相似形をなすという思想がこめられている。以上のような「第二のローマ論」はロ
レンツォ時代のメデイチ家およびその周辺の人文主義者によってさらに強化され、さまざまな観点か
ら、この説の正当性が論じられた。いわば、当時の都市イメージとしてもっとも重視されたのが、この
ローマとの連続性なのであった。こうした観点から、ロッセッリの図を観察すると、ここには当時流布
していたローマの都市図と構図的な親近性が窺えるのである。とりわけ、典型的なローマ図におけるパ
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ンテオンの丸屋根と市を横切るテベレ河の位置関係が、ロッセッリ図では大聖堂のクーポラとアルノ河
の配置に対応している。ロッセッリ以前にはこのような構図のフイレンツェ図は稀であったことから、
ここにはロッセッリの新しい都市イメージの創出をねらった制作意図が窺える。
二つ目の観点は、大聖堂の正面(ファサード)が当時はまだ未完成であったにもかかわらず、本図の
中では美しい大理石張りの化粧板で「完成」されていることである。ここには大聖堂の顔を完成させる
ことに対する、また都市のイメージを完結させることに対するフイレンツェ市民の強い要望が反映され
ていると思われる。本稿ではとりわけ、ロレンツオ・デ・メデイチが1470年代より、大聖堂正面の改装
に熱意を傾けていた状況を歴史的にたどり、本図に描かれた大聖堂の正面のデザインがロレンツォの企
図していたイメージに近似する可能性について論じた。
ロッセッリはその後、ヴェネツイアにも長期滞在し、当地の美術家や地理学者に大きな影響を与えた。
それとともに彼がっくりだしたフイレンツェのイメージもまた、理想的な都市の姿として、文化的な他
者に対し誇示されたものと思われる。フイレンツェの名を聞いたときに人々が思い浮かべる一般的なイ
メージがロッセッリの図を出発点として形成され始めるのである。
終章
こうした周辺画家による都市イメージの創出はもちろん、ボッティチェッリもまた影響を受けずには
いなかった。とりわけ、この画家がロッセッリと共同作業をはじめるようになる 1480年以降、その作品
内にフイレンツェの都市の姿が一種の象徴的なはたらきをともなって描かれるようになることはもっと
注目されてよいだろう。
本論文では、従来あまり指摘されてこなかった画家と都市との相互的なイメージ形成の過程に着目
し、作品の分析においても新たな側面を見い出すよう努めてきた。ここでの考察によって明らかになっ
たことを要約すると以下のようになろう。ボッテイチェッリの画業に特徴的なのは常に都市の為政者や
政庁と強い繋がりを有していたことであり、これが、史実にせよ虚構にせよ、ボッティチェッリの生涯
とフィレンツェの政情を相関的にとらえるイメージに相応の説得力を与えてきた。芸術家が都市のイ
メージを作るばかりでなく、いわば都市が芸術家をつくるのである。 1480年代から 90年代にかけての
フイレンツェはとりわけ、都市のアイデンティテイの形成期にとって重要な時期であったように思われ
る。その端的な表明が著名人列伝としての「現代のアペレス J の称揚であり、あるいはダンテ礼賛であ
り、さらにロッセッリにみる新しい景観図の成立だ、ったのである。ボッティチェッリはこうした都市の
イメージ形成にまつわる知的ネットワークにおいて重要な位置を示していたことが、以上の考察により
明らかとなった。
論文審査結果の要旨
本論文は、 15世紀後半から 16世紀初頭にかけてフイレンツェで活躍した画家サンドロ・ボッテイ
チェッリ (1445~ 1510) の芸術活動の特質をその周辺の芸術家たちの制作活動との関連から浮かび、あが
らせることを目的としている。つまり、フィレンツェという都市共同体のアイデンティティを視覚的に
あらわすにあたって、ボッティチェッリがどのような役割を果たし、具体的にいかなるものであったの
かということである。
第 1 章では、ボッティチェッリの芸術活動を伝える最大級の史料であるヴァザーリ『美術家列伝』中
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の「ボッティチェッリ伝」について当時の史料を比較検討することで、史料面と絵画面の両面から画家
の実像が定められている。つまり芸術家ボッテイチェッリ像を知るには、具体的な作品分析によること
によって「ヴァザーリ神話」を脱することが不可欠であることがあらためて確認された。第 2 章では、
ボッテイチェッリの最高傑作の一つ〈アペレスの誹誇〉が論じられる。画家がサヴォナローラの時代に
なってもやはり依然としてメデイチ一派と緊密な関係を維持していたばかりでなく、フィレンツェとい
う都市における「現代のアペレス」としてのアイデンティティをこの作品で表明していたという注目す
べき結論に至っている。くわえて、この絵の注文主として人文主義者ベルナルド・ルッチェッライでは
ないかという新説が提案されている。第 3 章では、ボッティチェッリが1480年代以降、長期にわたって
取り組んだダンテの『神曲』挿絵、とりわけその最初に配された「地獄の断面図」の成立過程が検証さ
れている。そして、画家が美術や文学ばかりでなく、都市図制作にも強い関心をもっていたことが明ら
かにされている。その結果、画家の『神曲』挿絵は、マネッテイのダンテ研究を色濃く反映し、自然科
学的な f神曲』読解という新たな知的関心を醸成し、ダンテがフイレンツェを象徴する人物にしている
ことが明確にされた。第 4 章では、ボッティチェッリと地理学との関係を検証するために、ベルリンギ
エリの『地理学の 7 日間』に光をあて、その起源、が古代のプトレマイオスの『地理学J の精神を現代に
生かしたものであるとした。それによって、フィレンツェの文化的・科学的先進性が内外に示されたの
であり、画家もこの流れに梓さすものであったことが論じられている。第 5 章では、都市図の版画家ロッ
セッリとボッティチェッリ作品との緊密な関係を明らかにし、画家自身がフイレンツェのアイデンテイ
ティ形成に腐心し、斬新な都市イメージを創りだしていったことを説得力あるかたちで論じている。
以上のような卓越した研究成果は、本論文がこの分野の研究にあって向後基準となりうることを示し
ている。それゆえ、本論文が斯学の発展に大きく寄与するものであることは疑いをいれない。よって、
本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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